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m Adult Identity Development
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This paper is a review of psychological studies on "relatedness" and some considerations

on the importance of relatedness for identity development in adulthood.

The aspect of relatedness of the self has been considerd less important for human develop-

ment, in comparison with the aspect of separation-individuation of the self. However,

according to the recent studies, it is suggested that both of these aspects are equally impor-

tant for identity development theoretically and empirically. Besides, in daily life situations,

a lot of conflicts between personal identity and related-identity are experienced especially by

women. The importance and necessity to establish the total vision is suggested for integration

of achievement of personal identity and support to significant others'identity.
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1.問題および目的

1990年代は「共生の時代」といわれるように,今日

では「個の確立」と「個人の自由」を越えて, 「共生」

の思想が現代の時代精神を代表するものになりつつあ

る。そこには,人的,物的両面の資源の有限性が見え

てきた現代社会にあって,もはや個人の福利だけを追

及していたのでは,個人そのものも社会も維持できな

くなってきたという認識がある。具体的には,地球資

源の有限性,水やエネルギー問題,環境破壊等のいわ

ゆる環境問題や,少子化,高齢化社会の到来にともな

い,子供を産み育て,高齢者を看取るという課題は女

性や専業主婦だけの問題ではなく,社会全体の必務で

あるという問題意識などである。

特に後者の問題,つまりライフサイクルを通して,

家族をはじめとする他者の発達をいかに援助しつつ,

自分自身も自己実現を達成していくかという問題は,

心理学や家政学の頚城においてもきわめて重要な現実

的課題である。家族にあっては個人を犠牲にする「和」

やもたれ合いではなく,可能な限り自立した者同士の

共生関係を構築してい_(必要があろう。しかしながら,

成人期の発達に関する研究においては,これまでこの

関係性の発達と実践の側面はあまり重視されてこなかっ

たように思われる。ライフサイクルにおける関係性の

発達と実践に関する問題は,多様な預域と次元にわた

る複雑な課題を内包しているため,少なくとも,研究

から得られた知見にもとづいた理論的展望と,現実の

生活場面で見られる諸問題の分析を通して考えられる

実際的問題の2つの次元で考察することが必要であろ

Vo

本研究は,個の達成とともに成熟した共生関係を構

築していくための基礎研究として, (り心理学研究から

得られた関係性の発達に関する知見を展望し,アイデ

ンティティ発達における関係性の意味について考察す

るとともに, (多生活レベルにおいて関係性の達成が阻

害される今日的状況について検討した。さらに, ③関
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係性の発達にとって重要な鍵概念の一つであると思わ

れる「世話」のもつ意義について考察し,成熱した共

生関係の構築のために重要であると考えられる,個の

確立と関係性の達成の両者を統合するヴィジョンにつ

いて論じた。

2.心理学における「関係性」発達の
研究

人間は,それぞれ固有の世界をもつ個的存在であり

ながら,同時に他者との関わりなしには生きていくこ

とのできない関係的存在であることは,改めて述べる

までもなく人間の本質である。しかし,はじめに述べ

たように,個人の発達にとって関係的存在の側面のも

つ意義は,これまで心理学研究においてはあまり重要

視されてこなかったように思われる。

その背景のひとつには,今世紀後半の心理学の主要

な関心と中心的研究課題が,個の達成,しかも西洋的,

男性的な枠組における自我の発達であったことがあげ

られる。個の確立と個人の自由は,今世紀後半の時代

精神の主軸を担ってきたと思われるが,心理学の世界

においても,分離一個体化を軸にした西洋的,男性的

な自我の研究が重視され,それが我が国にもそのまま

移入される傾向にあった。また,西欧においてもそう

であったように,男性の研究者による男性をモデルに

した発達研究が中心であったこともその一因であろう。

そういう潮流の中で, 「他者との関係性」の問題はとも

すれば,.自我の発達の単なる一部分,あるいは背景的

要因としてとらえられる傾向があった。もしくは後述

するように,関係性の概念は「女性性」, 「女性的要因」

に類似した特質をもっているために,重視されること

が少なかったとも考えられる。

(1) 「関係性」の概念

人間は個的存在であるとともに,関係的存在でもあ

るという基本的2面性については,古くはJung

(1951), Parsons (1955), Bakan (1966)などによっ

て論じられているJungは,自己の基本的2両性の象

徴を男性性,女性性の中に見出し, 1人の人間の中での

両面の統合の可能性と必要性について述べている。ま

た,人間の基本的様態に対してParsons(1955)は, 「道

具性(instrumentality)」と「表出性(expressive-

ness)」, Bakan (1966)は, 「個体維持機能(agency)」

と「(親交)関係維持機能(comminion)」という概念

を用いて説明している。 「道具性」は,家族システムの

要求と家族外の世界とを調整する働きで,目標指向性

が優先して人の反応にはあまりかかわり合わないのを

特徴とするのに対して, 「表出性」は家族内の相互関係

や情緒的要求を調整・維持していく働きを示し,人の

反応への敏感さと人間関係への関心を特徴とする。ま

た, 「個体維持機能」は,自己保護や自己拡張,自己主

張の諸活動,支配,そして分化や他者からの分斑といっ

た機能様式を示す。そして「関係維持機能」は,無私,

人間関係,人との融和や触れ合い,協同,開放性といっ

たものにかかわる機能様式を示している(斎藤,

1990)これらの概念は,しばしば男性性,女性性の概

念として分類されることが多く,男性性は「道具性」

と「個体維持機能」,女性性は「表出性」と「関係維持

機能」が合わさったものとして理解されてきた。

また最近の性役割に関する研究では, Bern (1974)

をはじめとして,男性性と女性性を相入れない2極対

立的な枠組ではなく,1人の人間の中に両者とも存在す

るという両性具有性の概念が提唱されている。さらに,

Gilligan(1979)は,このような人間の存在様式の2両

性を「幼少時のみならず人間の一生を通じ繰り返し,

対位法的に現れるr愛着と分離J」としてとらえ,アイ

デンティティの定義にも,各々に対応する2つのモー

ド,すなわち人間関係の中で関わりそのものとして定

義される「関係的自己」 (Connected-Self)のモード

と,関係から分離し他者とは隔たったものとして定義

される「分離した自己」 (Separated-Self)のモードが

あるとした。彼女によれば,両面は共に人間の本質で

あり,同等の価値をもつもの,究極的には統合に向か

うものであり,男女の違いはその発達的様相の違いと

してとらえられている。

(2)ライフサイクルにおける「他者との関係性」の発

達

ライフサイクルを通して見た時,他者との関係性は

どのように発達していくのであろうか。また関係性の

発達は,個人の成長・発達にどのような意味をもつと

考えられてきたのであろうか。

1)乳幼児期・児童期

乳児期・幼児期など発達早期については,男児,女

児とも他者(特に母親をはじめとする養育者,家族)

とのよい関係性を体験することは,人格発達の基盤と

とらえられてきた　Erikson(1950)は,精神分析的個

体発達分化の図式Epigenetic Schemeにおいて,その

第I段階　乳児期の心理・社会的課題は「基本的信頼

感の獲得」であるとし,これは世話してくれる母親(と

母親を通じての世界)に対する信頼感と,自己の存在

そのものに対する信頼感を意味すると述べている。

またMahler(1975)は,出生から生後6カ月頃まで

を「正常な共生期l)」 (Normal Symbiotic Period)と
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し,発達のごく早期のこの時期に母子一体感,つまり

安定した母子の共生関係1)を体験することが,次につづ

く「分離一個体化」の達成の基盤となるとしている。

さらにBowlby(1969)による一連の愛着理論も,後の

研究者によっていくつかの批判や修正が行われている

とはいえ,乳幼児の母親との愛着関係が,後の発達に

決定的な意味をもつことを実証したものである。

また,社会心理学の領域における愛他行動の研究も,

関係性発達の視点から見ると示唆的である。生後1 - 2

歳頃からすでに,子供には愛他行動らしきものが見ら

れはじめ,思春期頃までに愛他行動の行動・認知・情

緒の各側面は,いくつかの特徴的な段階を経て発達す

る。しかし,愛他行動は,質的にも年齢とともに発達

するとは限らず,愛他動機が活性化されているかどう

かにかかっているといわれている(松井, 1992)

このように乳幼児期の関係性研究は,母子関係に焦

点化したものが圧倒的に多いが,そのいずれも関係性

を後の人格発達,自我の発達の基盤としてとらえてい

ることは共通している0

2)青年期・成人初期

さて,関係性の発達と個としての発達が分岐し,そ

の関連性や性差が俄かに重要視されてくるのが青年期

である。この間題の多くは,アイデンティティ形成と

の関連で論じられることが多い。

Erikson(1950)の提唱したアイデンティティ理論に

よれば,青年は,それまでの成長過程の中で出会った

重要な他者との同一化を主体的に見直し,さまざまな

自己探求や模索を経て,独自の自己のあり方,生き方

を主体的に選択する。青年期のアイデンティティ確立

には,この主体的に選択した自己のあり方が,他者や

社会から受け入れられること,つまり社会の中に自己

の位置が与えられることはもちろん重要であるが,そ

れは独自の主体的自己が確立されていることが前提で

ある。 Bios (1967)は,青年期を第2の分離一個体化

期と呼び,青年が親からの心理的自立をとげ,成人に

達するこのプロセスの中に,乳幼児期の分離一個体化

プロセス(Mahler, 1975)と類似した特質を見出して

5X9

また,成人初期における重要な関係性の概念に, 「親

密性(intimacy)」 (Erikson, 1950)がある。親密性と

は,特定の異性と深く長い親密な関係を維持する力を

意味し,これは分化した強固な自己感覚を基盤に達成

される他者との再融合関係を示している。周知のよう

にEriksonは,親密性は青年期のアイデンティティ確

立の後に到来する成人初期の心理・社会的課題である

としている。

それに対して,このような他者から分離した個とし

ての自己確立を強調した青年期のアイデンティティ理

論の多くは,男性をモデルにしたものであり,女性に

は必ずしもあてはまらないことが指摘されている。

Chodorow(1978)は,女性は自分自身を人とつながっ

ているものとして定義し経験するところ,つまり世界

と結びあっているという基本的な自己感覚をもつ点に

おいて,男性の分離した自己感覚とは異なる特徴をも

つと述べている　Miller(1976)もまた,女性の自己感

覚が「親しむこと(affiliations)」や「関係性(related-

ness)」の世界を作り出し,維持できることを通して固

められていくということから, 「関係自己(relational

self)」が女性の人格発達の中心をなしていくと述べて

いる(斎藤, 1990)。この男女の相違は,乳幼児の世話

が普遍的に女性の手によって行われていることに由来

し,根本的に,母親と娘との結びつき,相互愛着関係

や原初の相互同一化関係という基盤がもたらすものだ

と理解されている。

さらに,女性のアイデンティティ形成は男性とは異

なる特質やプロセスをもつことが, Josselson

(1973), O'Connell(1976), Hodgson & Fisher(1979)

ら,女性のアイデンティティ研究者によって指摘され

ている。これらの実証的研究によって得られた主要な

知見は,次のようなものである。

(9男性の場合は,アイデンティティ確立の後に親密

性のテーマが問題となるのに対して,女性の場合は両

者が並行して進行する。つまり女性は,親密な関係を

もつことでアイデンティティがより確かなものとなる

(Josselson, 1973)

(勒女性の場合は,職業やイデオロギーの領域での自

己探求や主体的選択という男性型経路によるアイデン

ティティ形成のみでなく,性や結婚など関係性に直接

かかわる領域での模索や決断という女性型経路,ある

いは両方の領域を通じての両性型経路のいずれによっ

ても,アイデンティティ形成が行われる(Hodgson &

Fisher, 1979)

@女性の場合は,伝統型(結婚,出産後は専業主婦

になるタイプ),新伝統型(結婚,出産後は専業主婦に

なるが,子育て後再び職業をもつタイプ),非伝統型(結

婚,出産にかかわらず職業をもちつづけるタイプ)と

いうライフスタイルによって,ライフサイクルの各時

期におけるアイデンティティの感覚が異なっている(0'

Connell, 1976)。

これらの研究を総合すると,青年期以降のアイデン

ティティ発達にとって,他者との関係性は,個の確立

と同様の重要な意味をもっているO特に女性において

は,乳児期という発達早期にまで由来する根源的な意

味を内包しているようである。しかしその一方で,す
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ペての女性が関係性を中核においてアイデンティティ

形成を行うわけではなく,ライフスタイルなど個人内

外の要因によって,男性と同様のアイデンティティ形

成プロセスをたどる女性もまた多い。この女性の発達

プロセスの多様さに関する問題は,今後の重要な課題

である。

またこれまで,Eriksonをはじめとするアイデンティ

ティ理論にもとづいて個の確立を強調して理解されて

きた男性のアイデンティティ発達は,はたして本当に

成熟したアイデンティティ達成といえるのかという問

題も改めて問い直す必要があろう。最近まで,アイデ

ンティティ形成と親密性の獲得の問題は,男性にとっ

ては深刻な葛藤をひきおこす問題としてはとらえられ

ていなかった。それは1つには,社会的に見て男性に

とっては,アイデンティティの確立と男性役割の取得・

男性アイデンティティの獲得は,矛盾なく進展するも

のであること,第2に,発達的に見て,青年期のアイ

デンティティ形成,成人初期の親密性の獲得,成人期

の世代性の達成という心理・社会的課題の流れは,一

般の健康な男性にとっては非常に明瞭なプロセスとし

てとらえられてきたからである。

男性が成熟した親密性を獲得するためには,男性役

割の確立と親からの自立が不可欠の要件である。しか

し,今日の社会では,この2つの要件が必ずしもうま

く達成されていないことが指摘されている。我が国に

おいては,現在,男性の平均初婚年齢は次第に上昇し

つつあり,男性の未婚率もまた年々,増加しつつある。

このことは,我が国の青年期・成人初期の男性にとっ

て,職業への積極的関与は比較的早く達成されるのに

対して,家庭生活における親密性の形成は遅延される

傾向があることを示している。

また,既婚女性も職業を持つことが一般化している

現代社会においては,男性もまた,家庭生活の維持に

責任をもち,積極的に関与することが期待される時代

になった。 「職業と家庭の両立」は,男性にとっても重

要なテーマになっているはずであるが,今日ではまだ

この間題は,より若い世代を中心とした一部の男性を

除いて,多くの男性にとっては,自己のアイデンティ

ティにとって重要な問題として主体的に受けとめられ

ていないのが実情ではなかろうか。

こうして社会的,職業的アイデンティティの達成の

みで,家族をはじめとする重要な他者との関係性を棚

上げにして長い生涯を,少なくとも現役引退期までを

過ごしてしまう男性が多いことは事実であろう。会社

人間と呼ばれる人々はその典型的な例であろう。この

ような成人のアイデンティティのあり方は,成熱した

アイデンティティとは考えにくく, 3.において考察

するように,生活レベルにおいてはさまざまな弊害や

問題の背景となっている。今E],パートナーとの関係

性を深めること,親になること,子供を世話し育てる

こと,家庭を維持することの重みと,それが自己の成

熟にとって重要な意味をもつことの自覚が,男性の側

にも一層,求められていると思われる。

3)中年期・高齢期

成人中期における関係性に関する重要な視点は, Erik-

sonの個体発達分化の図式の中に示された相互性

(mutuality)の概念によみとることができる,Erikson

は, 「与えると同時に得る」という相互作用を精神発達

の中にとらえようとした。幼児と母親は「育てられる

者」と「育てる者」という一方向的な関係ではなく,

「育てられると同時に育てる」存在として,発達的観

点から人間関係をとらえようとしたのである。つまり,

母親が幼児期の心理・社会的課題の達成を援助するこ

とが,とりもなおさず自分自身の課題である世代性を

達成することになるのである。

この段階に至って我々のライフサイクルは,次の世

代と交差することになる。次世代への深い関心なしに

行われる生活や社会的行動は,単なる「自己陶酔」に

すぎないとErikson(1950)は述べているように,アイデ

ンティティの成熟は,他者への深い関心を通じて獲得

されていくのではないであろうか。すなわち自己の獲

得したアイデンティティでもって,他者を生かし育て

てはじめて,成人としてアイデンティティを達成した

といえる。ここに,アイデンティティは新たな広がり

と深まりを獲得する。

一方, Franz & White (1985)は, Eriksonの個体

発達分化の図式について,つぎのような非常に意義深

い提案をしている。彼女らは,成人期の心理・社会的

課題である親密性や世代性の発達にとって本質的であ

ると思われる愛着(attachment)の先駆的プロセスに

ついて,これまでのアイデンティティ研究ではほとん

ど注目されていないことを指摘し,成人期のアイデン

ティティ発達にとって重要な側面である愛着について

の精微化が必要であると主張している。彼女らは,人

間の生涯発達を個体化の発達と愛着の発達という2つ

の経路で理解しようと試み,表1のような「生涯発達

に関する複線モデル」を提唱したO　このモデルにおい

ては, Eriksonの図式の第VI段階「親密性対孤独」と

第Ⅵl段階「世代性対自己陶酔」は,愛着の発達経路

の方に組み入れられている。個の発達と関係性の発達

を同等の価値をもつものととらえ,両者が相互に影響

を及ぼしつつ,アイデンティティが発達していくもの

ととらえた彼女らの試みは,きわめて示唆的なもので

ある。
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表1 Erikson理論を応用した生涯発達に関する複線(two-path)モデル

(Franz & White, 1985)

乳児期 幼 児前期 幼児後朔 学童期 . 青年期 成人前期 成人期 老年期 .

個体化経路

信 束薛 自律性 自発性 勤勉性 アイデンティティ 職業及びライ ライフ . スタ 統合性
対 対 対 対 対 フ. スタイル イルの確立 対
不 信 恥と疑惑 罪悪感 劣等感 アイデンティティ

拡散
T N -i;
対
漂 流

対
空 虚

絶 望

愛 着 経 路

信 頼 対象及び自己 遊戯性 共感 と協力 相互性 .相互 親密性 世代性 統合性

対 -i t'iffi 刺. 対 依存 対 対 対

不 信 対
孤独と無力感

受身性または
攻撃性

過度の警戒
または権力

対
疎 外

孤 独 自己陶酔 絶 望

また最近,個の確立と関係性の発達というこの2つ

の人格的特徴を生涯発達的視野のもとでとらえようと

した実証的研究が行われるようになった。山本(1989)

は,人格の2面性を表2に示したような「関係的自己」

(Connected-Self)と「分離した自己」 (Separated

-Self)の2つの概念でとらえ,加齢とともに両者がと

もに発達していくことを明らかにしている。

また伊藤(1992)は, 「個人志向性」 「社会志向性」

という概念を用いて,人格の2両性の発達的変化を検

討し,図1に示したように年齢とともに両者が上昇し

ていくことを見出している。

これらの研究は,いずれも個の確立と関係性の達成

は生涯を通じて進み,両者が共に達成された,つまり

両者が統合された状態が成熟した人間の様態であると

いう認識のもとに,それを実証的に明らかにした点で

共通している。これらの研究は,生涯発達における関

係性の成熟の重要性を示唆した点で,評価することが

できると思われる。

個人志向性

人
義
個
主

★課題内容の変化
恥回避-協調
個人本位-自己実現

表2　「関係的自己」と「分離した自己」の特質(山本, 1989)

「関 係 的 自 己 」

1 . 愛 着 と共 感 性 の 発 達 に基 礎 づ け られ ,

2 . 他 者 の欲 求 . 願 望 を感 じ, その 満 足 を 目 指す 反 応

的 行 動 (思 い や り, 世 話 ) と し て現 れ,

3 . 自己 と他 者 と は互 い の 具 体 的 な関 係 の 中 に埋 没 し,

拘 束 され , l責 任 を負 う存 在 と し て把 握 さ れ る。

「分 離 した 自己 」

1 . 分 離 l 個 体 化 の 発 達 に基 礎 づ け ら れ,

2 . 他 者 の 反 応 や 外 的 統 制 に よ ら な い, 自律 的 行 動 (積

極 的 自己 実 現 . 力 の 発 揮 ) と し て現 れ,

3 . 他 者 は 自 己 と同 等 の 互 いの 不 可 侵 の権 利 を もっ た

存 在 と して , 抽 象 的 一 般 的 に把 握 さ れ る 0

以上,概観したように,心理学における発達研究に

おいては,関係性の発達・成熟は,人格発達において

個の確立と同様,重要な意味をもち,個と関係性の両

者が達成され,統合された状態が成熟した人格である

と,理論的にはとらえられるようである。この理論的

方向づけは,きわめて妥当

代

男子●
女子○

* :志向性得点の
差が有意

☆課題内容の変化
恥回避-役割志向
個人本位-個性と自律

社会志向性

同調・他律　　　-ll-　　貢献・相互依存

図1　2次元的図式から見た志向性の変化過程(伊藤, 1992)
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なものであろう。しかしな

がら,青年期以降の長い人

生の中で,この両者は必ず

しも並行的に同等に発達し

ていくものではない。とも

すれば両者がはげしく葛藤

する時期や状況も少なくな

い。あるいは多くの成人男

性において見られるように,

アイデンティティ形成がそ

の一方を押上げにして進行

していく場合もある。個と

関係性の両者を同等の視座

においたアイデンティティ

の生涯発達的研究の今後の

方向性として,ライフサイ

クルの中で両者がどのよう



に発達し,展開していくのか,そのライフサイクルの

各時期で見られる両者の葛藤と統合のプロセスや,両

者の発達を促進,あるいは阻害する要因や状況の考察

が重要な課題として考えられる。

一方,現実の生活レベルでは,関係性がうまく達成

されない状況は,今日,数多く見られる。ライフサイ

クルを通して他者の発達を援助しつつ,自分自身も自

己実現を達成していくことは,成熱した人間のあり方

を示していると思われるが,自己実現の達成と他者の

自己実現への援助は,必ずしもいつも折り合うもので

はない。特に,今日,家族のまとまりの希薄化や家族

の「個別化」によって,本来の家族機能が失われつつ

あるという指摘や,母親役割だけでは個としてのアイ

デンティティを支えきれないといった問題など,今日,

この課題をめぐる葛藤はさまざまな領域で存在してい

る。そこで次に,ライフサイクルの中で見られる個の

確立と関係性の達成をめぐる葛藤と統合に関する実際

的な問題について考察していきたい。

3.ライフサイクルにおける関係性の
達成に見られる実際的問題

ライフサイクルの中で見られる関係性,特に日常生

活・家庭生活における関係性の最も一般的なものは,

親子関係と夫婦関係であろう。中でも親子関係は,世

代の異なる者同士の長期にわたる密接な関係である。

特に親子関係が密接になるのは,子育て期と老親の介

護期であり,これは「世話」を通しての関係性となる。

この世謡を通じての関係性は,Eriksonの相互性の概念

によっても示唆されたように,世話される者ばかりで

なく,世話する側にも発達・成熟をもたらすものと考

えられる。

(1)子供を育てることと親の側の発達と葛藤

親子関係の研究史はかなり古いが,相木(1995)ち

指摘するように,これまでの親子関係の研究は,多く

の場合,子供の発達に焦点化したものであり,子供の

側から見た親子関係の研究であった。また,一般に「育

児は育自」といわれるように,

表3　親となることによる成長・発達一次元得点平均(柏木, 1995)

項目 (主 なもの) 父 母 P

弟 I 因 子 . 角 が取れて丸 くなった 2 .40 < 2 .83

「柔軟 さ」 . 考 え方が柔軟になった (0 .74) (0 .6 1)

. 他人 に対 して寛大になった

. 精神的にタフになった

.度 胸がついた

第 II因 子 . 他人 の迷惑にならないように心がけるようになった 2 .57 < 2.99

r自 己抑制」 . 自分のほしいものなどが我慢できるようになった (0 .72) (0.62)

.他 人 の立場や気持ちを汲み取 るようになった

.人 との和 を大事にするようになった

. 自分本位の考えや行動をしなくなった

第 m 因 子 . 日本 や世界の将来について関心が増 した 2 .21 < 2.60

「視野の広が りJ .環 境 問屈 (大気 汚染 . 食 品公害など) に関心が増 した (0 .67) (0.63)

.児 童 福祉や教育問題 に関心を持つようになった

.】 人一人がかけがえのない存在だと思うようになった

. 日本の政治に関心が増 した

第Ⅳ因子 L . 物事 を運命だと受け入れるようになった 2 .71 < 3.12

「運命 .信 仰 . 伝 . 運や 巡 り合わせ を考えるようになった (0 .73) (0 .54

銃 の受容 J . 長幼 の序 は大切だ と思 うようになった

. 伝統や文化の大切さを思うようになった

- 人間の力を超えた ものがあることを信じろようになつ

*.

第 V 因 子 . 生 きている張 りが増した 2 .82 < 2 .95

r生 き 甲せ ff tt . 長生 きしなければと思 うようになった (0.57) (0 .53)

感 」 . 自分がな くてはならない存在だと思うようになった

. 子 どもへの関心が韓 くなった

第 Vー國子 . 自分 の健康 に気をつけるようになった 2.35 く 2 .52

「自己の鈍 さJ . 多 少他の人と摩擦があつて も自分の主義は通すように (0.69) (0 .58)

t i f:

. 自分 の立場や考えはちゃん と主張 しなければと思うよ

うになった

注)・・pく.01　　　　く.001
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子育てによって親も成長すると

いわれていたが,親がどのよう

に成長・変化するのかについて

は,かなりあいまいにとらえら

れてきた。この古くて新しい問

題について相木(1995)は,幼

児をもつ親との面接および自由

記述から具体化して作成した質

問紙調査によって,表3のよう

な親となることによる成長・発

達に関する6因子を見出してい

る。これらの中には,柔軟性,

自己抑制と同時に,自己の明確

さ,強さ,視野の広さなど,こ

れまで人格の発達・成熟の概念

でとらえられてきたものが含ま

れている。「また,日頃人々がr人

間ができている』 F練れた人」と

いった言葉で,人格的に優れ,

より高い水準にあると判断する

時,暗黙の基準としているもの

が含まれており, r育自』とはこ

のような人格発達・成熟に至る

営みであることが確認された」

(相木, 1995)と考えられる。

しかしながら,今日,育児に

かかわる女性が,必ずしもすべ



て安定したアイデンティティを達成し,保持している

わけではないことも,また指摘されている。例えば,

育児ノイローゼや幼児虐待は,特殊な母親だけが体験

するものではなく,一般的な普通の母親も「子育ては

つらい」 「我が子がかわいく思えない」などの気持ちを

もつことが,日常茶飯にあることは広く知られるよう

になって来ている(金沢, 1993)。

また,大日向(1988)は,昭和初期,昭和20-25

午,昭和45年前後の3つの時期に子育てをした女性の

育児の意義や育児に対する意識に関する世代間比較を

行い,現代女性は,自己の生きがいは母親であること

とは別のものと考える傾向にあることを見出している。

これは今日,空の巣期にある女性ばかりでなく,育児

期の女性においてさえ,母親役割だけでは自己のアイ

デンティティを支えきれないことを示唆するものであ

ろう。このことは,関係性に根差した「母親アイデン

ティティ」と個の確立にもとづいた「個としてのアイ

デンティティ」の相克・葛藤を意味している。

一方,母親の育児に対する不安や葛藤は,家族をは

じめとして母親をとりまく心理・社会的環境によって

大きな相違があることも,また事実である。例えば牧

野(1987)は,育児期の女性を対象に,育児不安と社

会的な人間関係や夫婦関係の関連性を分析し,育児不

安の程度は母親の社会的関係の広さや夫との関係に規

定されていることを見出している。

また岡本(1995 b)は,育児期の女性のアイデンティ

ティ様態を,個としてのアイデンティティ達成と母親

意識の確立という2つの次元からとらえ, I統合型,

lI伝統的母親型. Ill独立的母親型, IV未熟型という4

タイプを見出している。そして,両者が統合された最

も成熟したタイプと考えられる統合型の女性は,自分

の人生と育児が調和しており,育児によって自分自身

が成長してきたことや生きがいになっていることが明

確に意識されていたO　また,家事,育児に対する夫の

実際的な協力度では, I-IVタイプに有意差が見られ

なかったにもかかわらず,統合型の女性は他型に比べ

て,夫への信頼感が有意に高く,夫からの理解の程度

を最も高く認知していた。このような研究は,女性の

アイデンティティ統合や関係的アイデンティティの達

成に家族をはじめとする他者のサポートが重要な意味

をもつことを示唆するものであろう。

(2)高齢者,特に老親の介護と介護する側の発達と葛

藤

ライフサイクルの中で,もう一つの重要な世話を通

しての関係性が,高齢期,特に老親の介護期において

見られる。高齢者の介護も,子育てと同様,単に「介

護する者」と「介護される者」という一方向的な関係

ではなく,高齢者の世話を通じて介護する側も多くを

学び,成長・発達する関係であるはずである。相木(1995)

が見出した親となることによる成長・発達に関する因

子である「柔軟さ」 「自己抑制」 「視野の広がり」 「運命・

信仰・伝統の受容」 「生きがい・存在感」 「自己の強さ」

はいずれも,介護体験を通じても獲得される特質であ

るように思われる。また,ボランティアとして高齢者

介護を行った青年の体験報告などからも,高齢者の世

話を通じて,高齢者を共感的に理解することが, 「受容

し受容される」関係を形成し,青年に多くの活力を与

えることが示唆されている(岡本,他, 1994)これら

の問題についての実証的研究が待たれるところである。

しかし現実的には,介護者の成長・発達というポジ

ティブな側面よりも,介護ストレス等のネガティブな

側面のみが注目され,強調されているように思われる。

実際,介護者の担う心身の負担は,改めて記すまでも

ない。おそらく,子育て期以上に介護期は関係性の実

践・達成が困難であり,個としての自己が圧倒されて

しまうことが多いのが現状であろう。

Skaff & Pearlin(1992)は,介護とストレスの関係

を調華し,介護において①介護者の役割に「封じ込み

閉止」 (role engulfment)がおこること, ②介護者が

自己喪失の体験をすることについて言及している。介

護者は介護すると同時に,社会人として社会生活を送っ

ている。しかし徐々にその生活に制限が加えられ,社

会的活動をはじめ,知人友人との接触も極度に減少し

限定されていく。結局, 「介護者であること」が介護活

動のみに封じ込まれてしまう結果となり,他の役割を

閉止せざるを得なくなる。自己の存在に対して外部か

らの認知や評価が得られなくなり,だんだん他者から

孤立していく。その上,介護体験から受ける衝撃によっ

てその孤立感を増幅されることになる。このような状

態は,介護役割によって個としてのアイデンティティ

が喪失してしまうことを意味している。

(3)関係性の鑓概念としての「世話」 (Care)

一世話役割はアイデンティティの支えにならない

のか-

関係性の発達にとって「世話」は重要な媒体であり,

実践的,理念的鍵概念であると考えられる。しかしな

がら,以上のような生活レベルに見られる諸状況を検

討すると,世話役割はアイデンティティの支えになり

にくいことが推察される。それどころか,上に述べた

ように世話役割の遂行によって,個としてのアイデン

ティティが喪失してしまう事態も少なくない。

子育てにせよ,高齢者介護にせよ,世話する仕事や
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役割が,なぜネガティブな側面が煮謁される困難な仕

事であるかについては,いくつかの要因が考えられる。

第1は,長時間労働による疲労,他の活動を制限され

ることによる欲求不満,生存に関与する緊張感など世

話する仕事そのものの特性である。第2は,世話され

る側である子供や老親の要因として,体質や病気,級

いにくさなどへの心配や困難さが考えられる。第3は,

世話する側の要因として,母親や介護者の健康状態,

神経質や不安を感じやすいなどの性格,対人関係能力,

家族関係,育児や介護に関する知識,育児・介護観,

人生観などの影響があげられる。第4として,核家族

化にともなう家族内の潜在的サポートカの低下や,母

親1人,妻または娘1人に負担が集中するなど,社会・

文化的要因が考えられる。しかも,育児も介護も,結

果の出にくい(したがって評価されにくい),きわめて

ファジィな仕事であるため,西欧的な課題達成志向的,

目的追求的な価値観にはそぐわないとも言える。この

ような世話にともなう実際的な負担が,関係性の発達

を阻んでいるとも考えられる。

また生活レベルで見た時,世話役割がアイデンティ

ティの支えになりにくいこと,さらには一般社会にお

いて,世話することの意義や価値の認識が浅いことの

一因として,心理学研究に「生活」の視点が欠けてい

たことがあげられるのではないであろうか。生活的自

立は,表層的なこととして,心理学的関心の対象にな

ることは少なく,人間にとってより本質的な主体的自

己確立の中に取り込まれ,見逃されてきた。しかし現

実はは,生活身辺の自立ができない青年や成人,特に

男性は数多く,このことが関係性発達の重要な実践的,

理念的鍵である「世話」に対する認識を滞らせてきた

と考えられる。

渡邊(1994)によれば,我国における男性の家事・

育児・介護の分担率は,妻が有職か否かにかかわらず

諸外国に比べて著しく低く,既婚男性は妻に,独身で

親と同居している男性は母親に,独身の一人暮らしの

男性は代替サービス産業に依存している。生活身辺的

自立能力は,家族との別居や死別,病気や障害などの

「危機を乗り越える力となるばかりでなく,他者への

思いやりや感謝の心につながる。日常の食事作りを考

えてみても,その計画,買い物,料理,後片付けは容

易ではないからである。共働きの妻が仕事・家事・育

児で,専業主婦が家事・育児,さらに介護で過重負担

になっても,自分が分担するなど思いもつかず,ねぎ

らいの言葉一つかけない夫の多くは,それまで生活身

辺で母親や妻に依存し,自分ではやったことがなく,

その大変さが実感できないからである。 (中略)さら

に,高齢になり体が不自由になった場合でも,可能な

限り生活身辺のことを自分ですること,自分でやれる

ように支援することが,その人やその子供の喜びや生

きる力になっている」 (渡退, 1995)c　このように,坐

活身辺の自立能力は,人間がライフサイクルを通じて

自己実現を達成していくための基本的な力である。

4.今後の課題一実践レベルにおける
個の確立と関係性の達成の統合へ向
けて-

2.で述べたような理論的,研究的レベルにおいて

のみならず,実践的レベルにおいても,個の確立と関

係性の発達の両者を統合するようなヴィジョンを構築

することはきわめて重要であろう。個を大切にしなが

らの世話役割の実践,個としてのアイデンティティを

達成しながら他者の自己実現をも援助していくことは,

精神的健康や精神的充足感,幸福感,そしてアイデン

ティティ発達という,どの側面から見ても,最も望ま

しいことであると思われる。これを実現させるために

は,世話役割にともなう心身の負担や時間的拘束とい

う物理的な困難さが,個としてのアイデンティティや

個人の愛情まで圧倒してしまわないための方策を考え

る必要がある。そのためには,真の世話(care)を可

能にする統合されたヴィジョンが求められる。そこに

は,他者の自己実現への援助を可能にするための理念

から,男女を問わず,日常生活における世話が実際に

できるという具体的な技術のレベルに至るまでの総合

的な視点と,家族による世話と専門家や施設など家族

外の社会の手による世話の内容,および相互の連関が

示されなければならない。

Finch & Groves(1983)による,愛情の表現として

女性が家族の世話をする行為についての考察は,この

間題について非常に多くの示唆を与えている。 "care

という言葉には, 「人の面倒を見ること」と「人を慈し

み,愛すること」という2つの意味が含まれている。

つまり,英語ではだれかの世話をすることを"care for

someone　と言い,だれかのことを思いやることを"care

about someone　と表現する。 Finchらは,女性は長

い間,社会的にこの行為が同じものと見なされてきた

ため,愛する者の面倒をみるよう強制されてきたと主

張している。個を大切にしながらの世話役割の実践に

は, "care about"という心理的な愛情や配慮において

は,世話される者の身近な者を中心に,そして"care

for　という面倒を見る次元においては,社会や専門家

を含めたネットワークをも広く導入した方式が適切で

あろうと思われる。

「世話」の理念の構築には,今後の研究と教育に負
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うところも,また大きいであろう。これまで多くの母

親を圧迫,拘束してきた母性神話や三才児神話も,幼

児心理学や発達心理学の研究によって誤りであること

が指摘されるようになった(例えば, Bronfenbren-

ner, Alvarez & Henderson, 1984 ;大日向, 1988)

ように,科学的研究の裏付けをもった世話の価値と意

義が提唱されることが重要であろう。このような基礎

研究は,子供の発達に不可欠な母性的世話の質と量は

何か,子供の特質や環境の個人差をふまえた研究へと

さらに発展していく必要があろう。同様に,高齢者に

とっても,心身の健康や精神的充足感,さらには自己

実現の達成のために不可欠な世話や関係性とは何かと

いう問題も,具体的に明らかにしていく必要があろう。

その萌芽的研究は,いくつか試みられつつある(岡本,

1995a ;原田・岡本, 1995)が,今後の研究に負うとこ

ろが大きいであろう。

また,ライフサイクルを通して見た時,我々は男女

を問わず, 1人残らず世話し,世話される存在である

ということを再認識する必要がある。そして世話する

立場に立った時には,身体的世話から心理的愛情や配

慮まで,すべてを担うことが,他者への愛情の深さで

あるという,今日まで多くの女性がとらわれてきた一

種の呪縛から解放される必要がある。さらに,すでに

みてきたように,世話役割はけっして,ポジティブな

側面ばかりではなく,数多くの負担をともなうネガティ

ブな側面をも内包するものである。その負担感やネガ

ティ7.な感情を意識し,表出することは,決して異常

で冷淡だからではなく,ごく普通の自然のことである

という認識をもつことも重要であろうO　その感情体験

を認識し,表出することによって,本来の自己感覚が

回復していくことは,幼児虐待をする母親のカウンセ

リング実践などによっても示唆されているところであ

る。

本稿では,成人期の発達における関係性の重要性と,

世話を通しての関係性に見られる実際的問題を検討し,

真の共生関係の構築に向けてのヴィジョンについて考

察した。成人期におけるもう1つの重要な関係性に夫

婦関係がある。これは,親子関係とは異なって,本来,

自立した個と個の共生関係であるはずである。しかし

ながら,現実的には世話する妻と世話される夫という

硬直した関係の夫婦が多いことは,よく指摘されると

ころである。夫婦の成熱した共生関係についても重要

な課題であるが,この問題についてはまた別の機会に

論じることにしたい。

注

1 ) Mahler(1975)の理論における「共生(symbiosis)」

は,発達のごく早期の段階の乳児に見られる母親と

の身体精神的融合を示し,本稿のテーマである個人

の自立を前提とした成人期の「共生関係」とは別の

概念である。
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